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中
国
研
究
集
刊 

李
号
（
第
六
十
五
号
）
令
和
元
年
六
月　

二
五
︱
三
八
頁

一
．
は
じ
め
に

中
古
漢
語
（『
切
韻
』
音
系
）
に
は
平
上
去
入
の
四
声
調
が
存

在
し
、
そ
の
調
値
は
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
調
類
は

『
切
韻
』
が
分
類
す
る
通
り
に
四
種
類
と
い
う
こ
と
で
ま
ず
異
論

は
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
上
古
漢
語
と
な
る
と
、
調
値
の
み
な
ら

ず
、
調
類
も
、
さ
ら
に
は
そ
も
そ
も
上
古
漢
語
に
声
調
が
あ
っ
た

か
否
か
と
い
う
こ
と
す
ら
、
時
に
議
論
の
対
象
と
な
る
。
そ
の
原

因
は
、
第
一
に
諧
声
字
が
声
調
を
反
映
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
こ
と
、
第
二
に
上
古
期
に
は
「
韻
書
」
が
存
在
せ
ず
、

声
調
に
関
す
る
議
論
を
行
う
際
に
は
詩
文
の
押
韻
を
主
な
資
料
と

せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
で
あ
る
。

上
古
漢
語
の
声
調
に
つ
い
て
は
、
清
代
か
ら
す
で
に
議
論
が
始

ま
っ
て
い
る
。
顧
炎
武
は
上
古
に
も
声
調
は
存
在
し
た
も
の
の
、

そ
れ
は
語
の
抑
揚
の
よ
う
な
も
の
で
し
か
な
く
、
古
人
は
後
世
の

人
ほ
ど
声
調
に
は
拘
泥
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
、「
四
声
一
貫
」

説
を
唱
え
た
。
ま
た
、
段
玉
裁
は
、
去
声
と
入
声
の
関
係
の
深
さ

に
着
目
し
、
上
古
に
は
去
声
が
存
在
せ
ず
、
後
の
去
声
は
他
の
声

調
（
主
に
入
声
）
か
ら
変
化
し
た
と
考
え
、「
古
無
去
声
」
説
を

提
出
し
た
（
注
1
）
。
そ
の
後
、
伝
統
的
な
音
韻
学
に
近
代
的
な
言
語

学
の
手
法
が
応
用
さ
れ
、
上
古
の
声
調
に
関
す
る
議
論
は
、
分
類

だ
け
で
は
な
く
音
価
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
と
な
る
。
そ
の
中
で
も

H
audricourt

氏
の
研
究
は
特
に
重
要
で
あ
り
、そ
の
研
究
に
よ
っ

て
、
中
国
語
の
去
声
は
韻
尾*-s

に
由
来
し
、
特
に
入
声
字
と
関
係

が
深
い
も
の
は*-ts,	*-ks,	*-ps

と
い
っ
た
韻
尾
を
有
し
て
い
た
と

上
古
漢
語
の
声
調
に
お
け
る
地
域
時
代
差

︱
特
に
去
声
と
入
声
の
分
類
に
つ
い
て

鳥
羽
加
寿
也

（ 25 ）



い
う
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
（
注
2
）
、
上
古
漢
語
に
は
、
現
在
の
中
国

語
の
よ
う
な
声
調
（tone

）
が
存
在
せ
ず
、
声
調
の
来
源
と
な
る

韻
尾
子
音
が
存
在
し
た
と
い
う
説
も
有
力
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
、
上
古

音
の
一
般
的
特
徴
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
近
年
で
は
研
究
の

進
展
と
と
も
に
、
上
古
音
内
部
で
の
時
代
地
域
差
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
十
分

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
上
古
漢
語
の
声
調
に
つ
い
て
、
す
で
に
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
点
も
含
め
簡
潔
に
整
理
し
、
続
い
て
そ
の
時
代

地
域
差
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
こ
と
で
、
上
古
音
に
お
け
る
声

調
に
つ
い
て
の
議
論
の
精
密
化
を
試
み
た
い
。

二
．
声
調
の
有
無
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て

上
古
漢
語
の
声
調
に
つ
い
て
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
先
に
も

述
べ
た
通
り
、
声
調
が
そ
も
そ
も
存
在
し
た
か
否
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
声
調
に
つ
い
て
の
主
な
資
料
は
『
詩
経
』
で
あ
る
が
、

『
詩
経
』
の
押
韻
を
観
察
す
る
と
、
お
お
よ
そ
、
中
古
音
に
お
け

る
平
声
字
は
平
声
字
と
、
上
声
字
は
上
声
字
と
押
韻
す
る
傾
向
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
傾
向
を
以
て
声
調
の
存
在
の
証
拠

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
上
古
漢
語
に
声
調
が
存
在
し
な
い
と

い
う
説
を
と
る
場
合
、
一
般
的
に
は
上
声
は*-ʔ

（
声
門
閉
鎖
音

韻
尾
）
に
由
来
す
る
と
考
え
る
た
め
、
上
声
字
同
士
の
押
韻
は

*-ʔ

と*-ʔ

と
の
同
一
韻
尾
に
よ
る
押
韻
と
解
釈
し
う
る
た
め
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
去
声
や
入
声
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
声
調
の
存
在
の
有
無
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

い
ま
も
っ
て
定
論
が
存
在
し
な
い
の
は
、
声
調
の
存
在
を
示
し
う

る
多
く
の
事
象
が
、
声
調
の
起
源
と
な
る
韻
尾
の
存
在
を
仮
定
す

る
こ
と
で
も
説
明
可
能
な
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
古

漢
語
に
声
調
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
た
と
し
て
も
、
後
に
上

声
と
な
る
字
は
韻
尾*-ʔ

に
よ
っ
て
、
去
声
と
な
る
字
は
韻
尾*-s

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
声
調
（tone

）
の
存
在
の
有

無
に
つ
い
て
の
議
論
は
保
留
し
、
こ
れ
ら
を
上
声
類
や
去
声
類
の

字
と
み
な
す
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、『
詩
経
』
に
お
け
る
異
声
調
字
の
通
押
現
象
が
少

な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
そ
の
よ
う
な
通
押
が
可
能

で
あ
る
の
は
、
詩
歌
に
お
い
て
は
声
調
（tone

）
の
相
違
は
子
音

韻
尾
の
相
違
よ
り
も
押
韻
の
協
調
に
与
え
る
影
響
が
少
な
い
た
め

で
あ
る
と
考
え
、
先
秦
の
漢
語
に
も
声
調
（tone

）
は
既
に
存
在

し
て
い
た
と
暫
時
み
な
し
て
議
論
を
進
め
る
。
た
だ
し
、
議
論
の

対
象
は
専
ら
そ
の
分
類
と
し
、
音
価
の
面
は
問
題
と
し
な
い
。
以

下
本
稿
で
上
古
漢
語
の
「
声
調
」
と
い
う
場
合
に
は
、
特
に

（tone

）
と
付
記
す
る
場
合
を
除
き
、
そ
こ
に
は
上
声
の
由
来
で

（ 26 ）



あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る*-ʔ

や
、
去
声
の
由
来
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る*-s

ま
で
も
含
意
さ
れ
る
。「
声
調
」
と
い
う
用
語
の

使
用
に
よ
っ
て
、
上
古
漢
語
に
声
調
（tone

）
が
存
在
し
て
い
た

と
強
く
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
理
解
さ
れ
た
い
。

三
．
平
声
及
び
上
声

上
古
に
お
い
て
既
に
平
声
及
び
上
声
の
類
が
存
在
し
た
こ
と

は
、
す
で
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で

改
め
て
確
認
し
た
い
。

中
古
音
の
平
声
及
び
上
声
は
、『
詩
経
』
や
『
楚
辞
』
の
押
韻

で
も
明
ら
か
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
上
古
漢
語

で
も
、
広
い
時
代
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
類
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
各
文
献
か
ら
平
声
字
及
び

上
声
字
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
押
韻
し
て
い
る
例
を
い
く
つ
か
示

す
（
注
3
）
。
傍
線
が
付
さ
れ
た
字
が
平
声
韻
字
、
網
掛
け
の
字
が
上

声
韻
字
で
あ
る
。

『
詩
経
』

出
其
闉
闍
、
有
女
如
荼
。
雖
則
如
荼
、
匪
我
思
且
。
縞
衣
茹

藘
、
聊
可
與
娛
。（
鄭
風　

出
其
東
門
）

蒹
葭
蒼
蒼
、
白
露
為
霜
。
所
謂
伊
人
、
在
水
一
方
。
遡
洄
從

之
、
道
阻
且
長
。
遡
遊
從
之
、
宛
在
水
中
央
。（
秦
風　

蒹
葭
）

我
馬
維
駒
、
六
轡
如
濡
。
載
馳
載
驅
、
周
爰
咨
諏
。（
小
雅　

皇
皇
者
華
）

江
有
汜
、
之
子
歸
、
不
我
以
。
不
我
以
、
其
後
也
悔
。（
召

南　

江
有
汜
）

山
有
栲
、
隰
有
杻
。
子
有
廷
內
、
弗
洒
弗
埽
。
子
有
鐘
鼓
、

弗
鼓
弗
考
。
宛
其
死
矣
、
他
人
是
保
。（
唐
風　

山
有
樞
）

似
續
妣
祖
、
築
室
百
堵
、
西
南
其
戶
。
爰
居
爰
處
、
爰
笑
爰

語
。（
小
雅　

斯
干
）

『
楚
辞
』

朝
飲
木
蘭
之
墜
露
兮
、
夕
餐
秋
菊
之
落
英
。
苟
余
情
其
信
姱

以
練
要
兮
、
長
顑
頷
亦
何
傷
。（
離
騷
）

保
厥
美
以
驕
傲
兮
、
日
康
娛
以
淫
遊
。
雖
信
美
而
無
禮
兮
、

來
違
棄
而
改
求
。（
離
騷
）

悔
相
道
之
不
察
兮
、
延
佇
乎
吾
將
反
。
回
朕
車
以
復
路
兮
、

及
行
迷
之
未
遠
。（
離
騷
）

和
調
度
以
自
娛
兮
、
聊
浮
游
而
求
女
。
及
余
飾
之
方
壯
兮
、

周
流
觀
乎
上
下
。（
離
騷
）

出
土
文
献
（
楚
簡
）

竊
鈎
者
誅
、
竊
邦
者
為
諸
侯
。（
注
4
）
（
郭
店
簡
『
語
叢
四
』）

（ 27 ）



凡
説
之
道
、
級
者
為
首
。（
郭
店
簡
『
語
叢
四
』）

賢
質
以
抗
、
吉
凶
陰
陽
、
遠
邇
上
下
、
可
立
於
輔
。（
清
華

簡
『
管
仲
』）

以
上
示
し
た
よ
う
に
、
平
声
字
及
び
上
声
字
は
上
古
韻
文
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
押
韻
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諧
声
字

は
『
詩
経
』
等
よ
り
も
古
い
段
階
の
音
声
を
反
映
す
る
と
考
え
ら

れ
、
そ
こ
で
は
平
声
と
上
声
と
の
区
別
は
韻
文
に
お
け
る
も
の
ほ

ど
に
は
明
確
で
は
な
い
。

女
（
上
声
）：
如
（
平
声
）

五
（
上
声
）：
吾
（
平
声
）

養
（
上
声
）：
羊
（
平
声
）

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
上
古
音
内
部
で
も
比
較
的
古
い
時
代
に

属
す
る
層
に
お
い
て
は
、
平
声
と
上
声
と
は
区
別
さ
れ
ず
一
類
に

帰
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
詩
経
』
の
中
で
も
、「
大
雅
」
等
、
成
立

が
古
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
詩
や
、
金
文
に
み
ら
れ
る
韻
文

で
も
平
声
と
上
声
を
分
け
る
押
韻
は
行
わ
れ
て
お
り
、
平
声
と
上

声
が
混
用
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。

『
詩
経
』

摯
仲
氏
任
、
自
彼
殷
商
、
來
嫁
于
周
、
曰
嬪
于
京
。
乃
及
王

季
、
維
德
之
行
。
大
任
有
身
、
生
此
文
王
。（
大
雅　

大
明
）

王
赫
斯
怒
、
爰
整
其
旅
、
以
按
徂
旅
、
以
篤
于
周
祜
、
以
對

于
天
。（
大
雅　

皇
矣
）

金
文
（
注
5
）

叔
家
父
作
仲
姫
匡
、
用
盛
稻
粱
、
用
速
先
嗣
諸
兄
、
用
蘄
眉

考
無
彊
、
哲
德
不
亡
、
子
孫
之
光
。（
叔
家
父
簠
）

祖
所
輔
堵
女
所
虎
所
鋁
鎛
（
齊
侯
鎛
鐘
。
本
文
は
長
大
な
た

め
略
し
、
韻
字
の
み
。
上
声
押
韻
。
た
だ
し
鎛
は
入
声
字
。）

考
壽
老
（
齊
侯
鎛
鐘
。
本
文
略
。
上
声
押
韻
。）

以
上
の
状
況
を
鑑
み
る
と
、
平
声
と
上
声
の
区
別
と
い
う
も
の

は
、
諧
声
字
の
生
ま
れ
た
時
代
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
る

よ
り
も
、
や
は
り
諧
声
字
と
い
う
資
料
自
体
が
声
調
（tone

）
の

区
別
を
韻
文
ほ
ど
明
確
に
は
反
映
し
な
い
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

四
．
去
声
及
び
入
声

平
声
と
上
声
と
に
比
べ
、
残
る
二
つ
の
声
調
、
去
声
及
び
入
声

（ 28 ）



に
つ
い
て
は
、
問
題
は
は
る
か
に
複
雑
で
あ
る
。『
詩
経
』
の
押

韻
で
は
、
全
体
と
し
て
見
る
と
、
去
声
字
と
入
声
字
が
区
別
さ
れ

ず
に
押
韻
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
以

下
、
特
に
注
記
の
な
い
場
合
は
、
傍
線
を
施
し
た
字
が
入
声
韻

字
、
網
掛
け
字
が
去
声
韻
字
で
あ
る
。

『
詩
経
』

舒
而
脫
脫
兮
、
無
感
我
帨
兮
、
無
使
尨
也
吠
。（
召
南　

野

有
死
麕
）

一
之
日
觱
發
、
二
之
日
栗
烈
。
無
衣
無
褐
、
何
以
卒
歲
。

（
豳
風　

七
月
）

鸛
鳴
于
垤
、
婦
歎
于
室
。
洒
掃
穹
窒
、
我
征
聿
至
。（
豳
風　

東
山
）

我
行
其
野
、
言
采
其
葍
。
不
思
舊
姻
、
求
爾
新
特
。
成
不
以

富
、
亦
祇
以
異
。（
小
雅　

我
行
其
野
）

蕩
蕩
上
帝
、
下
民
之
辟
。
疾
威
上
帝
、
其
命
多
辟
。（
大
雅　

蕩
）

同
様
の
状
況
は
、
諧
声
字
や
破
音
字
に
も
現
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
以
下
数

例
を
挙
げ
て
お
く
。

「
祭
」（
去
声
）
声
の
「
察
」（
入
声
）

「
石
」（
入
声
）
声
の
「
庶
」（
去
声
）

「
說
」
の
說
（
入
）
稅
（
去
）
悅
（
入
）
の
三
音

「
度
」
の
鐸
（
入
）
渡
（
去
）
の
二
音

こ
の
よ
う
な
状
況
は
既
に
早
く
か
ら
学
者
た
ち
の
注
意
を
ひ
い

て
い
る
。
段
玉
裁
が
「
古
無
去
声
」
説
を
唱
え
、
中
古
漢
語
の
去

声
字
は
、
も
と
は
入
声
を
は
じ
め
と
す
る
他
声
調
に
読
ま
れ
て
い

た
と
主
張
す
る
際
に
も
、
去
声
と
入
声
の
押
韻
・
諧
声
に
お
け
る

関
係
の
深
さ
が
そ
の
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
段
玉
裁
の
説
は
そ
の
ま
ま
で
は
言
語
学
的
に

問
題
が
あ
る
。
こ
の
説
で
は
、
去
声
が
他
の
声
調
か
ら
後
に
分
化

す
る
際
に
、
そ
の
分
化
の
条
件
が
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
と
な

る
。
王
力
氏
の
短
入
長
入
の
説
、
す
な
わ
ち
上
古
入
声
に
お
い
て

は
長
短
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
長
入
は
後
に
去
声
へ
、
短
入
は
後

に
入
声
へ
と
変
化
し
た
と
い
う
説
は
、
こ
の
問
題
点
を
解
決
し
た

も
の
で
あ
る
。

一
方
で
、H

audricourt

氏
や
、
そ
の
説
を
採
用
す
る
学
者
た

ち
（
注
6
）
は
、
去
声
の
由
来
と
し
て
、*-s

と*-ts,	*-ks,	*-ps

（
注
7
）
と

を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
実
質
的
に
中
古
去
声
を
二
種
類
に
分
類

す
る
。
す
な
わ
ち
、
諧
声
関
係
等
で
平
声
或
い
は
上
声
と
関
係
が

深
い
も
の
は*-s
と
、
入
声
と
関
係
が
深
い
も
の
は*-ts,	*-ks,	*-ps
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鸛
鳴
于
垤
、
婦
歎
于
室
。
洒
掃
穹
窒
、
我
征
聿
至
。（
豳
風　

東
山
）

期
逝
不
至
、
而
多
為
恤
。（
小
雅　

杕
杜
）

心
之
憂
矣
、
如
或
結
之
。
今
茲
之
正
、
胡
然
厲
矣
。
燎
之
方

揚
、
寧
或
滅
之
。
赫
赫
宗
周
、
褒
姒
滅
之
。（
小
雅　

正
月
）

周
宗
既
滅
、
靡
所
止
戾
。
正
大
夫
離
居
、
莫
知
我
勩
。（
小

雅　

雨
無
正
）

哀
哉
不
能
言
、
匪
舌
是
出
、
維
躬
是
瘁
。（
小
雅　

雨
無
正
）

出
則
銜
恤
、
入
則
靡
至
。（
小
雅　

蓼
莪
）

南
山
烈
烈
、
飄
風
發
發
。
民
莫
不
穀
、
我
獨
何
害
。（
小
雅　

蓼
莪
）

乘
馬
在
廄
、
摧
之
秣
之
。
君
子
萬
年
、
福
祿
艾
之
。（
小
雅　

鴛
鴦
）

『
楚
辞
』
離
騷

何
瓊
佩
之
偃
蹇
兮
、
衆
薆
然
而
蔽
之
。
惟
此
黨
人
之
不
諒

兮
、
恐
嫉
妒
而
折
之
。（
離
騷
）

『
老
子
』

為
者
敗
之
、
執
者
失
之
。

大
成
若
缺
、
其
用
不
弊
。

と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
上
古
漢
語
に
声
調
が
あ
る
と
考
え
る
流
派
に
お
い
て

も
、
王
力
説
の
一
部
訂
正
と
し
て
、
上
古
漢
語
に
声
調
は
存
在
す

る
と
し
つ
つ
、
長
入
と
は
別
に
去
声
を
考
え
る
説
が
あ
る
（
注
8
）
。

こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
、
中
古
音
の
去
声
に
二
種
類
の
由
来
が
あ

る
と
考
え
る
こ
と
で
、
上
古
漢
語
の
声
調
（
韻
尾
）
を
五
類

（
平
・
上
・
去
１
・
去
２
・
入
）
に
分
け
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

分
類
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
ほ
ぼ
同
様
の
説
で
あ
る
。
本
稿
で
も
以

下
こ
の
五
分
類
に
従
っ
て
考
察
を
進
め
る
。
な
お
、
以
下
諧
声
関

係
上
、
平
声
或
い
は
上
声
と
関
係
が
深
い
去
声
を
去
声
１
と
、
入

声
と
関
係
が
深
い
去
声
を
去
声
２
と
便
宜
上
言
い
分
け
る
。

去
声
２
の
中
で
、
唇
音
韻
尾
の
も
の
と
舌
音
韻
尾
の
も
の
（
注
9
）

（
去
声*-s

説
に
よ
れ
ば
、*-ps

と*-ts

の
も
の
）
は
、
先
秦
の
多
く

の
資
料
で
、
一
貫
し
て
平
上
去
１
声
と
で
は
な
く
、
入
声
と
深
い

関
係
を
持
つ
。
ま
ず
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、『
詩
経
』
な
ど
の
韻

文
や
、
出
土
文
献
に
み
え
る
通
仮
字
（
注
10
）
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
詩
経
』

舒
而
脫
脫
兮
、
無
感
我
帨
兮
、
無
使
尨
也
吠
。（
召
南　

野

有
死
麕
）

一
之
日
觱
發
、
二
之
日
栗
烈
。
無
衣
無
褐
、
何
以
卒
歲
。

（
豳
風　

七
月
）
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出
土
文
献
（
楚
簡
）

述
入
声
：
遂
去
声
２
（
多
く
の
楚
簡
で
習
慣
的
に
用
い
ら
れ
る

通
仮
）

折
（
及
び
折
声
の
字
）
入
声
：
制
・
製
去
声
２
（
多
く
の
楚
簡

で
習
慣
的
に
用
い
ら
れ
る
通
仮
）

𥣫
入
声
：
邁
去
声
２
（
清
華
簡
『
耆
夜
』「
日
月
其
𥣫
」、『
毛

詩
』
蟋
蟀
で
は
「
日
月
其
邁
」
に
作
る
。）

入
声
：
厲
去
声
２
（
清
華
簡
『
繋
年
』
一
章
「

王
」、
伝
世

文
献
で
は
「
厲
王
」
に
作
る
。）

剌
入
声
：
頼
去
声
２
（
上
博
簡
『
弟
子
問
』「
剌

其
下
、
不
折

其
枳
」（
注
11
）
）

謂
群
衆
鳥
、
敬
而
勿
集
兮
。
素
府
宮
李
、
木
異
類
兮
。（
上

博
簡
『
李
頌
』
の
押
韻
）

…
…
之
不
罔
、
天
道
其
越
也
。
荑
薜
之
方
起
、
夫
亦
適
其
歳

也
。（
上
博
簡
『
李
頌
』
の
押
韻
）

以
上
の
例
か
ら
も
、
唇
音
韻
尾
及
び
舌
音
韻
尾
の
去
声
２
の
字

は
、
先
秦
時
代
に
は
比
較
的
広
い
範
囲
と
時
代
で
、
入
声
類
に
帰

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
合
一
の
傾
向

は
、『
楚
辞
』
で
は
明
ら
か
に
弱
く
、
こ
れ
は
、
去
声
２
が
去
声

へ
と
転
ず
る
現
象
が
、
屈
原
の
時
代
（
戦
国
後
期
）
に
は
す
で
に

相
当
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
．
牙
音
韻
尾
の
去
声
２
に
つ
い
て

唇
音
韻
尾
及
び
舌
音
韻
尾
の
去
声
２
が
お
お
よ
そ
入
声
類
に
帰

さ
れ
る
一
方
、
牙
音
韻
尾
の
去
声
２
（
去
声*-s

説
に
よ
れ
ば*-ks

の
も
の
。
以
下
こ
れ
を
「
甲
類
去
２
」
と
略
称
し
、
唇
音
韻
尾
及

び
舌
音
韻
尾
の
も
の
を
「
非
甲
類
去
２
」
と
す
る
）
の
振
る
舞
い

に
は
、
時
代
・
地
域
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
。

ま
ず
、
そ
も
そ
も
こ
れ
自
体
が
去
声
１
と
２
と
の
定
義
で
は
あ

る
が
、
諧
声
関
係
上
、
甲
類
去
２
は
入
声
と
同
様
に
振
舞
う
た

め
、
古
く
は
入
声
と
同
一
の
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
、『
詩
経
』
の
中
で
も
比
較
的
古
い
（
西
周
時
代
）
と
考

え
ら
れ
る
詩
（
注
12
）
、
す
な
わ
ち
大
雅
及
び
小
雅
の
大
部
分
に
お
い

て
は
、
甲
類
去
２
が
陰
声
と
で
は
な
く
入
声
と
押
韻
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
詩
経
』

采
薇
采
薇
、
薇
亦
作
止
。
曰
歸
曰
歸
、
歳
亦
莫
止
（
注
13
）
。（
小

雅　

采
薇
）

六
月
棲
棲
、
戎
車
既
飭
。
四
牡
騤
騤
、
載
是
常
服
。
玁
狁
孔

熾
、
我
是
用
急
。
王
于
出
征
、
以
匡
王
國
（
注
14
）
。（
小
雅　

六
月
）

（ 31 ）



式
微
式
微
、
胡
不
歸
。
微
君
之
故
、
胡
為
乎
中
露
。（
邶
風　

式
微
）

自
牧
歸
荑
、
洵
美
且
異
。
匪
女
之
為
美
、
美
人
之
貽
。（
邶

風　

静
女
）

三
歲
為
婦
、
靡
室
勞
矣
。
夙
興
夜
寐
、
靡
有
朝
矣
。
言
既
遂

矣
、
至
于
暴
矣
。
兄
弟
不
知
、
咥
其
笑
矣
。
靜
言
思
之
、
躬

自
悼
矣
。（
衛
風　

氓
）

叔
善
射
忌
、
又
良
御
忌
、
抑
磬
控
忌
、
抑
縱
送
忌
。（
鄭
風　

大
叔
于
田
）

遵
大
路
兮
、
摻
執
子
之
袪
兮
。
無
我
惡
兮
、
不
寁
故
也
。

（
鄭
風　

遵
大
路
）

彼
汾
沮
洳
、
言
采
其
莫
。
彼
其
之
子
、
美
無
度
。
美
無
度
、

殊
異
乎
公
路
。（
魏
風　

汾
沮
洳
）

蟋
蟀
在
堂
、
歲
聿
其
莫
。
今
我
不
樂
、
日
月
其
除
。
無
已
大

康
、
職
思
其
居
。
好
樂
無
荒
、
良
士
瞿
瞿
。（
唐
風　

蟋
蟀
）

夏
之
日
、
冬
之
夜
、
百
歲
之
後
、
歸
於
其
居
。（
唐
風　

葛

生
）

羔
裘
如
膏
、
日
出
有
曜
。
豈
不
爾
思
、
中
心
是
悼
。（
檜
風　

羔
裘
（
注
16
）
）

『
詩
経
』
の
中
で
、
去
声
２
に
つ
い
て
振
る
舞
い
に
差
が
あ
る
こ

と
は
、
既
にBaxter

氏
が
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
を
時
代
差
と
も

殷
之
未
喪
師
、
克
配
上
帝
。
宜
鑒
于
殷
、
駿
命
不
易
（
注
15
）
。

（
大
雅　

文
王
）

清
酒
既
載
、
騂
牡
既
備
。
以
享
以
祀
、
以
介
景
福
。（
大
雅　

旱
麓
）

黃
耇
台
背
、
以
引
以
翼
。
壽
考
維
祺
、
以
介
景
福
。（
大
雅　

行
葦
）

蕩
蕩
上
帝
、
下
民
之
辟
。
疾
威
上
帝
、
其
命
多
辟
。（
大
雅　

蕩
）

民
之
罔
極
、
職
涼
善
背
。
為
民
不
利
、
如
云
不
克
。
民
之
回

遹
、
職
競
用
力
。（
大
雅　

桑
柔
）

既
敬
既
戒
、
惠
此
南
國
。（
大
雅　

常
武
）

一
方
で
、『
詩
経
』
の
中
で
も
比
較
的
時
代
の
新
し
い
と
考
え

ら
れ
る
詩
、
す
な
わ
ち
国
風
の
大
部
分
に
お
い
て
は
、
甲
類
去
２

は
入
声
と
は
押
韻
せ
ず
、
陰
声
（
特
に
去
声
１
）
と
押
韻
す
る
傾

向
が
あ
る
。

『
詩
経
』

我
心
匪
鑒
、
不
可
以
茹
。
亦
有
兄
弟
、
不
可
以
據
。
薄
言
往

愬
、
逢
彼
之
怒
。（
邶
風　

柏
舟
）

終
風
且
暴
、
顧
我
則
笑
。
謔
浪
笑
敖
、
中
心
是
悼
。（
邶
風　

終
風
）
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地
域
差
と
も
考
え
得
る
と
し
て
い
る（
注
17
）
。
し
か
し
な
が
ら
、『
詩

経
』
の
観
察
の
み
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
差
が
さ
ら
に
具
体
的
に
何

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
以
下
『
詩
経
』
以
外
の
文
献
に
つ
い
て
、
甲
類
去

２
の
振
る
舞
い
に
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
か
を
観
察
し
た
い
。

『
楚
辞
』
の
傾
向
は
『
詩
経
』
の
中
で
も
国
風
な
ど
の
成
立
の

新
し
い
詩
に
近
く
、
甲
類
去
２
は
去
声
１
と
押
韻
す
る
傾
向
が
あ

る
。
以
下
の
例
で
は
、
傍
線
を
施
し
た
字
が
去
声
１
字
、
網
掛
け

字
が
去
声
２
字
で
あ
る
。

『
楚
辞
』

日
月
忽
其
不
淹
兮
、
春
與
秋
其
代
序
。
惟
草
木
之
零
落
兮
、

恐
美
人
之
遲
暮
。（
離
騒
）

彼
堯
舜
之
耿
介
兮
、
既
遵
道
而
得
路
。
何
桀
紂
之
猖
披
兮
、

夫
唯
捷
徑
以
窘
步
。（
離
騒
）

吾
令
鳳
鳥
飛
騰
兮
、
繼
之
以
日
夜
。
飄
風
屯
其
相
離
兮
、
帥

雲
霓
而
來
御
。（
離
騒
）

右
に
引
用
し
た
例
は
、
い
ず
れ
も
伝
統
的
に
屈
原
作
と
さ
れ
る

作
品
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
押
韻
は
戦
国
後
期
の
楚
方
言
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
考
え
れ
ば
、
戦

国
後
期
楚
方
言
に
お
け
る
甲
類
去
２
は
、
そ
の
大
部
分
が
既
に
去

声
１
と
合
流
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
先
行
研
究

で
も
、
戦
国
楚
方
言
に
つ
い
て
、『
楚
辞
』『
荘
子
』
の
押
韻
分
析

か
ら
、
同
様
の
結
論
が
下
さ
れ
て
い
る
（
注
18
）
。

こ
こ
ま
で
に
確
認
し
た
内
容
を
表
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

時
代

春
秋
以
前

（
諧
声
時
代
）

春
秋
期

戦
国
期

北
方

（
中
原
）

甲
類
去
２
は
入
声
類

甲
類
去
２
は
去
声
類

甲
類
去
２
は
去
声
類

南
方

（
楚
）

甲
類
去
２
は
入
声
類
か

不
明

甲
類
去
２
は
去
声
類

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
非
甲
類
去
２
は
、
先
秦
で
は
広
い
範
囲

で
一
致
し
て
入
声
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
表
に
は
含

ん
で
い
な
い
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
春
秋
以
前
に
お
け
る
南
方
（
楚
）

で
の
甲
類
去
２
の
状
況
で
あ
る
。
春
秋
期
の
金
文
に
つ
い
て
は
、

楚
地
か
ら
出
土
し
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
が
、
筆
者
の
確
認
し

た
限
り
で
は
、
そ
れ
ら
の
中
に
甲
類
去
２
に
関
す
る
情
報
を
含
む

も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
（
注
19
）
。
戦
国
期
の
金
文
の
中
に
も
、
僅

か
に
「
告
」
に
従
う
字
が
「
造
」
に
通
じ
る
例
が
見
い
だ
さ
れ
る

の
み
で
あ
る
（
注
20
）
。

『
楚
辞
』
以
前
の
南
方
に
お
い
て
、
甲
類
去
２
は
北
方
と
同
様

に
、
早
期
に
陰
声
韻
と
な
っ
て
い
た
の
か
、
或
い
は
遅
く
ま
で
入
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声
類
に
残
留
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
楚

簡
の
利
用
が
有
効
で
あ
る
。

楚
簡
中
の
通
仮
字
も
、
甲
類
去
２
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、

『
詩
経
』
の
大
雅
等
、
成
立
の
早
い
詩
と
同
様
の
傾
向
を
示
す
こ

と
が
わ
か
る
。
以
下
挙
げ
る
も
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。

備
去
声
２
：
服
入
声
（
楚
簡
中
に
習
慣
的
に
見
ら
れ
る
通
仮
）

亞
去
声
２
：
惡
入
声（
注
21
）
（
楚
簡
中
に
習
慣
的
に
見
ら
れ
る
通

仮
）

繫
去
声
２
：
撃
入
声
（
清
華
簡
『
繋
年
』
二
十
二
章
「
嵬
繫
」、

『
史
記
』
で
は
「
魏
撃
」
に
作
る
。）

亦
入
声
：
夜
去
声
２
（
清
華
簡
『
繋
年
』
二
十
三
章
「
坪
亦
君
」、

曽
侯
乙
墓
簡
等
で
は
「
平
夜
君
」
に
作
る
。）

茖
入
声
字
「
各
」
に
従
う
：
暮
去
声
２
（
清
華
簡
『
耆
夜
』「
歳
矞
員

茖
」、『
詩
経
』
蟋
蟀
の
「
歳
聿
其
莫
（
注
22
）
」
を
参
照
。）

敋
入
声
字
「
各
」
に
従
う
：
路
去
声
２
（
清
華
簡
『
封
許
之
命
』「
敋

車
」、
伝
世
文
献
の
「
路
車
」
に
対
応
。）

恋
入
声
字
「
亦
」
に
従
う
：
赦
去
声
２
（
清
華
簡
『
湯
處
於
湯
丘
』

「
型
亡
卣
恋
」（
注
23
）
）

先
秦
楚
簡
の
作
成
年
代
に
つ
い
て
は
、
年
代
測
定
の
結
果
、
清

華
簡
が
前
三
〇
五
±
三
〇
年
と
判
明
し
て
お
り
、
ま
た
上
博
簡
も

こ
れ
と
同
様
、
前
三
七
三
～
前
二
七
八
年
に
か
け
て
（
戦
国
後

期
）
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。『
楚
辞
』
の
う
ち
、『
離

騒
』
等
諸
篇
の
作
者
で
あ
る
屈
原
も
、
こ
れ
ら
と
同
時
期
の
人
物

で
あ
る
。

楚
簡
中
の
通
仮
字
に
お
い
て
は
甲
類
去
２
が
入
声
と
同
類
で
あ

り
、
押
韻
に
お
い
て
は
去
声
と
同
類
で
あ
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う

の
は
、
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
韻

書
の
存
在
し
な
い
時
代
の
押
韻
資
料
は
同
時
代
の
音
韻
状
況
を
ほ

ぼ
忠
実
に
反
映
す
る
の
に
対
し
、
通
仮
字
は
習
慣
的
な
も
の
で
あ

る
た
め
、
前
時
代
の
音
韻
状
況
を
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
（
注
24
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
甲
類
去
２
の
振
る
舞
い
に

つ
い
て
、
屈
原
賦
の
押
韻
と
、
同
時
期
の
楚
簡
中
の
通
仮
字
に
違

い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
屈
原
賦
や
楚
簡
の
出
現
し
た
時
期

の
直
前
に
、
甲
類
去
２
字
が
入
声
類
か
ら
去
声
に
転
じ
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
通
仮
で

は
甲
類
去
２
を
入
声
の
よ
う
に
扱
う
楚
簡
に
お
い
て
も
、
韻
文
で

は
甲
類
去
２
を
陰
声
と
押
韻
さ
せ
て
い
る
例
も
存
在
す
る
。
以
下

の
例
で
は
、
傍
線
を
施
し
た
字
が
陰
声
韻
字
、
網
掛
け
字
が
去
声

２
韻
字
で
あ
る
。

湯
之
行
正
、
而
勤
事
也
、
必
哉
於
義
、
而
成
於
度
（
注
25
）
、
小

大
之
事
、
必
智
其
故
。
和
民
以
德
、
執
事
又
餘
、
既
惠
於
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民
、
聽
以
行
武
、
哉
於
其
身
、
以
正
天
下
。（
清
華
簡
『
管

仲
』
の
韻
文
）

有
逢
大
路
含
兮
（
注
26
）
、
戟
栽
與
楮
含
兮
。（
上
博
簡
『
有
皇

将
起
』
の
韻
文
）

『
管
仲
』
の
韻
文
は
、『
詩
経
』
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
韻
文
で
は

な
い
た
め
、
文
書
作
成
当
時
の
楚
の
音
韻
状
況
を
比
較
的
忠
実
に

反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
注
27
）
。
ま
た
、『
有
皇
将
起
』
に

つ
い
て
も
、
文
末
に
「
兮
」
を
用
い
る
、
楚
地
独
特
の
形
式
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
楚
の
音
韻
状
況
を
比
較
的
忠
実
に
反
映
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

六
．
結
論
及
び
結
び

以
上
論
じ
て
き
た
去
声
２
に
つ
い
て
の
内
容
を
表
と
し
て
ま
と

め
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

時
代

春
秋
以
前

（
諧
声
時
代
）

春
秋
期

戦
国
期

北
方

（
中
原
）

甲
類
去
２
は
入
声
類

非
甲
類
去
２
は
入
声
類

甲
類
去
２
は
去
声
類

非
甲
類
去
２
は
入
声
類

甲
類
去
２
は
去
声
類

非
甲
類
去
２
は
入
声
類

	

（
注
28
）

南
方

（
楚
）

甲
類
去
２
は
入
声
類
か

非
甲
類
去
２
は
入
声
類
か

甲
類
去
２
は
入
声
類

非
甲
類
去
２
は
入
声
類

甲
類
去
２
は
去
声
類

非
甲
類
去
２
は
入
声
～

	

去
声
類
の
変
化
途
上

春
秋
以
前
の
楚
に
お
け
る
去
声
２
の
状
況
は
、
そ
れ
以
降
の
状

況
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
が
、
一
度
去
声
類
に
変
化
し
た
入
声

が
、
再
び
入
声
類
に
戻
る
と
い
う
可
能
性
は
、
そ
の
後
去
声
２
が

さ
ら
に
再
び
去
声
類
へ
と
変
化
す
る
こ
と
や
、
音
声
学
的
な
見
地

か
ら
否
定
し
う
る
た
め
、
去
声
２
は
入
声
類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

全
体
と
し
て
は
、
去
声
２
は
去
声
類
へ
と
変
化
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
変
化
の
速
度
が
、
南
方
と
北
方
と
で
異
な
る
。
具
体
的

に
は
甲
類
去
２
に
つ
い
て
は
北
方
で
先
に
変
化
し
、
非
甲
類
去
２

に
つ
い
て
は
、
南
方
で
先
に
変
化
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
本
稿
で
行
っ
た
考
察
か
ら
み
て
と
れ
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
声
調
を
論
じ
る
際
に
韻
文
の
他
に
通
仮
字

を
用
い
た
が
、
理
想
的
に
は
、
声
調
に
関
す
る
議
論
は
韻
文
、
特

に
『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
に
よ
ら
な
い
、
特
定
の
時
代
地
域
独
自

の
韻
文
に
の
み
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
出
土
文
献
中

の
非
『
詩
経
』
韻
文
の
数
量
の
不
足
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
試
み

は
不
可
能
で
あ
る
が
、
今
後
新
た
に
韻
文
を
含
む
先
秦
出
土
文
献

が
増
加
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
本
稿
の
下
し
た
結
論
は
容
易
に
覆

さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
さ
ら
に
検
証
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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注

（
１
）	「
四
声
一
貫
」
及
び
「
古
無
去
声
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
顧
炎
武

『
音
学
五
書
』
及
び
段
玉
裁
『
六
書
音
均
表
』
に
見
え
る
。

（
2
）	A

ndre	G.H
audricourt

「
怎
様
擬
測
上
古
漢
語
」（『
中
国
言
語
学
論

集
』
所
収
、
一
九
五
四
年
、
馬
学
進
訳
）

（
3
）	

以
下
、『
詩
経
』
及
び
『
楚
辞
』
の
押
韻
に
関
し
て
、
韻
字
認
定
は
王

力
『
詩
経
韻
読
・
楚
辞
韻
読
』（
山
東
教
育
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に

よ
る
。

（
4
）	

原
文
で
は
「
誅
」
は
「　

」
で
あ
る
。（
竊
鈎
者　

、竊
邦
者
為
者
侯
。）

「　

」
の
音
は
不
明
で
あ
る
が
、「
誅
」
の
通
仮
字
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
侯
」
と
と
も
に
、
侯
部
平
声
で
押
韻
し
て
い
る

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
あ
る
。『
荘
子
』
胠
篋
篇
の
「
竊
鉤
者
誅
、
竊
國

者
為
諸
侯
」
を
参
照
。
な
お
、
以
降
韻
文
の
場
合
は
、
出
土
文
献
で
あ
っ

て
も
通
仮
字
等
を
置
換
済
み
の
文
を
示
す
。

（
5
）	

こ
こ
で
挙
げ
る
韻
文
及
び
そ
の
韻
字
認
定
は
、
王
国
維
『
両
周
金
石

文
韻
読
』（
王
忠
愨
公
遺
書
、
一
九
二
七
年
）
に
よ
る
。

（
6
）	Baxter

氏
や
鄭
張
尚
芳
氏
に
代
表
さ
れ
る
、
音
韻
学
に
お
け
る
所
謂

「
新
派
」
の
学
者
た
ち
を
指
す
。

（
7
）	*-ts,	*-ks,	*-ps

に
つ
い
て
は
、
鄭
張
尚
芳
氏
は
こ
れ
を
濁
音
で
あ
る

と
し
、*-ds,	*-gs,	*-bs

の
よ
う
に
再
構
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
中
古

戟豇

戟豇

戟豇

去
声
を
二
種
類
に
分
類
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

（
8
）	

唐
作
藩
『
上
古
音
手
冊
』（
二
〇
一
三
年
、
中
華
書
局
）
や
、
孫
玉
文

『
漢
語
変
調
構
詞
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
、
商
務
印
書
館
）
が
こ
の
説
を

と
る
。
な
お
、
本
稿
で
い
う
「
去
声
２
」
は
、
一
般
的
に
は
「
長
入
声
」

と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
名
称
の
違
い
は
、「
去
声
２
」
が
中
古
音
を
基
準
に

し
て
い
る
の
に
対
し
、「
長
入
声
」
は
上
古
音
を
基
準
に
し
て
い
る
た
め

に
生
じ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
で
は
、「
長
入
声
」
と
い
う
名
称
に

よ
り
、
上
古
入
声
に
長
短
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
し
ま

う
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
名
称
を
使
用
し
て
い
な
い
。

（
9
）	

唇
音
韻
尾
の
去
声
２
は
、
去
声
の
「
内
」
と
入
声
の
「
入
」
の
同
源

関
係
な
ど
に
そ
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、『
詩
経
』
や

『
楚
辞
』
の
押
韻
で
は
既
に
舌
音
韻
尾
に
合
流
し
て
い
る
。

（
10
）	「
通
仮
字
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
広
い
意
味
で
用
い
て
い

る
。
本
来
は
厳
密
に
（「
本
無
其
字
」
の
）
仮
借
字
・（「
本
有
其
字
」
の
）

通
仮
字
・
古
今
字
・
異
文
を
分
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
厳
密
な

区
分
は
困
難
な
場
合
も
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
議
論
が
煩
雑
に
な
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
全
て
ま
と
め
て
「
通
仮
字
」
と
す
る
。

（
11
）	

白
於
藍
『
簡
帛
古
書
通
仮
字
体
系
』（
二
〇
一
七
年
十
二
月
、
福
建
人

民
出
版
社
、
七
八
〇
頁
）
に
従
う
。
原
釈
で
は
「
剌
」
を
「
列
」
と
読

み
替
え
る
が
、
こ
の
場
合
、
鄭
張
尚
芳
『
上
古
音
系
』（
二
〇
一
三
年
十

二
月
、
上
海
教
育
出
版
社
）
の
韻
部
で
は
、「
剌
」
が
月
１
部
、「
列
」

が
月
２
部
と
な
り
、
主
母
音
が
異
な
る
。「
剌
」
を
「
頼
」
と
読
む
場
合
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に
は
、「
頼
」
は
祭
１
部
で
あ
る
の
で
、「
剌
」
と
主
母
音
が
同
じ
で
あ
り
、

こ
の
点
で
も
原
釋
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
な
お
、
白
於
藍
氏
は
「
剌
」

を
「
利
」
と
読
み
替
え
た
う
え
で
、更
に
「
頼
」
と
読
み
替
え
る
が
、「
剌
」

と
「
頼
」
は
諧
声
符
が
同
一
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
直
接
通
仮
字
と

み
な
し
て
も
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
12
）	『
詩
経
』
に
お
け
る
詩
の
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

高
亨
『
詩
経
今
注
』（
一
九
八
〇
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
の
「
詩
経
簡

述
」
を
参
照
し
た
。

（
13
）	

こ
の
詩
は『
毛
詩
』で
は
文
王
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
莫
」

は
字
の
如
く
読
め
ば
入
声
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
暮
」
の
意
味
で
あ

る
た
め
、
去
声
（
去
声
２
）
で
読
ま
れ
る
。

（
14
）	

こ
の
詩
は
『
毛
詩
』
で
は
宣
王
期
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
15
）	

こ
の
「
易
」
字
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
は
入
声
に
読
む
と
し
て
い
る
。

（
16
）	

こ
こ
に
挙
げ
た
国
風
の
詩
の
中
で
は
、
こ
の
詩
の
み
が
西
周
期
の
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）	W

illam
	H
.Baxter,	A

	H
andbook	of	O

ld	Chinese	Phonology

（
一
九
九
二
年
、M
outon	de	Gruyter

、
第
八
章
）

（
18
）	

趙
彤
『
戦
国
楚
方
言
音
系
』（
二
〇
〇
六
年
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
二

六
～
三
五
頁
）

（
19
）	

楚
系
金
文
に
つ
い
て
は
、
劉
彬
微
・
劉
長
武
『
楚
系
金
文
彙
編
』（
二

〇
〇
九
年
、
湖
北
教
育
出
版
社
）
を
利
用
し
た
。

（
20
）	

郜
：
造
（
析
君
戟　

東
周
五
期
前
四
五
〇
年
～
前
三
八
〇
年
）
や

　

：
造
（
番
中
戈　

東
周
五
期
）
な
ど
。

（
21
）	「
惡
」
に
は
去
声
と
入
声
と
の
二
音
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
に
く
む
」
と

「
わ
る
い
」
の
意
味
で
あ
る
が
、郭
店
簡
『
緇
衣
』
に
「
亞
亞
女
亞
𨒱
白
」

（
悪
を
悪
む
こ
と
巷
伯
を
悪
む
が
如
し
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
亞
」
は
「
惡
」

が
去
声
と
入
声
と
の
い
ず
れ
で
読
ま
れ
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。

（
22
）	

莫
音
暮
。

（
23
）	

原
釈
及
び
馬
文
增
「
清
華
簡
《
湯
處
于
湯
丘
》
新
釈
、
注
釈
、
析
辯
」

（
簡
帛
網
、
二
〇
一
五
年
五
月
）
の
読
み
に
従
う
。
な
お
、「
赦
」
に
つ

い
て
、『
説
文
』
に
は
或
体
「
𢼜
」
が
見
え
、
こ
れ
は
「
恋
」
と
同
じ
く

「
亦
」
声
に
従
う
。

（
24
）	

こ
の
文
脈
に
お
け
る
「
前
時
代
」
が
い
つ
で
あ
る
の
か
は
判
断
し
が

た
い
が
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
楚
地
に
お
け
る
最
初
の
漢
語
文
字
資

料
が
西
周
晩
期
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
楚
国
で
文
字
使
用
が
一
般
的
と

な
っ
た
の
は
そ
れ
よ
り
時
代
が
下
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
「
前
時
代
」

は
春
秋
期
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
清
華

簡
を
例
に
取
れ
ば
、
そ
こ
に
『
子
産
』
等
そ
の
成
立
が
春
秋
時
代
以
降

で
し
か
あ
り
え
な
い
文
献
も
含
ま
れ
る
た
め
、「
前
時
代
」
を
西
周
期
或

い
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
不
適
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先

に
挙
げ
た
戦
国
期
の
楚
系
金
文
及
び
楚
簡
の
全
体
的
な
用
字
法
は
お
お

よ
そ
春
秋
期
の
楚
系
金
文
と
一
致
す
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
「
前
時
代
」

を
春
秋
期
と
考
え
る
根
拠
と
な
る
。

（
25
）	

こ
の
字
は
原
文
で
は
「
厇
」
で
あ
る
。（
湯
之
行
正
、
而 

事
也
、
必

皓径

（ 37 ）



哉
於
宜
、
而
成
於
厇
、
少
大
之
事
、
必
智
亓
古
。
和
民
以
悳
、
執
事
又
梌
、

既
惠
於
民
、
聖
以
行
武
、
哉
於
亓
身
、
以
正
天
下
。）
こ
こ
で
は
原
注
に

従
い
、「
度
」
に
通
じ
る
と
解
釈
し
、「
法
度
」
の
意
味
で
と
る
。「
度
」

は
「
法
度
」
の
意
味
で
用
い
る
場
合
、去
声
に
読
ま
れ
る
。
諧
声
関
係
上
、

「
度
」
は
入
声
字
「
石
」
に
従
い
、ま
た
「
厇
」
も
入
声
字
で
あ
る
た
め
、

「
度
」
の
去
声
音
は
本
稿
で
い
う
所
の
去
声
２
で
あ
る
。
な
お
、「
厇
」

が
「
度
」
に
通
じ
る
の
は
、
他
の
文
献
に
も
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。

（
26
）	

こ
の
文
献
に
お
け
る
「
含
兮
」
の
二
字
は
文
末
の
語
気
で
あ
る
た
め
、

韻
字
と
は
な
ら
な
い
。

（
27
）	

楚
簡
に
お
け
る
韻
文
で
あ
っ
て
も
、『
詩
経
』
等
か
ら
の
引
用
で
あ
る

場
合
に
は
、
楚
の
音
韻
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
清
華

簡
『
耆
夜
』
に
は
、『
詩
経
』
蟋
蟀
と
類
似
す
る
詩
が
引
か
れ
て
い
る
が
、

そ
こ
で
は
甲
類
去
２
の「
茖（
莫
）」が
入
声
の「
席
」と
押
韻
す
る
。「
蟋

蟀
在
席
、
歳
矞
云
莫
」

（
28
）	

こ
こ
で
戦
国
期
の
非
甲
類
去
２
を
入
声
類
と
す
る
の
は
、
漢
代
に
お

い
て
も
非
甲
類
去
２
字
が
入
声
字
と
依
然
頻
繁
に
押
韻
す
る
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
羅
常
培
・
周
祖
謨
『
漢
魏
晋
南
北
朝
韻
部
演

変
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
、
中
華
書
局
）
所
収
の
押
韻
表
を
参
照
。

（ 38 ）




